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ディスプレイ デバイスの動向

電気信号で直]妾制御される種々のディスプレイ デバイスを,その信号から表示イ象に

変換する走査法と表示動作の原理で分類し,どのようなデバイスがあるかを紹介した｡

ディスプレイ デバイスの代表的4用途,テレビ表示,数字表示,文字･線画表示及

び大面稗の文字･パターン表示に対して,動作原理の異なるデバイスの現状を各機能

別に比較し,その動向などについて論じた｡

高解像度ディスプレイ用ブラウン管の開発

最近,高解像度のディスプレイ用ブラウン管に対する認識が高まるに従い需要が増

す傾向にある｡従来,特別用途のものを除き,一般には省電力形の20m叫細ネック?

汎用白黒ブラウン管をディスプレイ用に流用することが多かった｡

現在,市場に出ている高解像度ブラウン管は,36mm¢の太ネックのものが多く汎用

ブラウン管との互換性がない｡このため,ディスプレイ用に使われている汎用ブラウ

ン管との互換性を考慮し,我々は14形90度偏向20mm¢ネックの高解像度ブラウン管を
開発した｡本ブラウン管は7×9ドットの文字を2,000文字表示することができる｡

また,けい光面は緑色発光のP31けい光体を採用しているので,高輝度特性が得られ

る｡

さ夜晶ディスプレイ

f夜晶によるディスプレイは低電圧で動作し,且つ消費電力が少ないため,電池で駆

動するポータブル横着旨の表示装置並びに省電力化が必要な大画面表示装置〈＼の適用が

進められている｡しかL,実用化を図るには液晶材料の電気光学的特性の向上,表示

素子作製法,駆動方式及び回路などにおける数多くの問題を解決する必要がある｡本

稿ではこれらの問題点と対策についての要点を述べ,試作した液晶表示装置について

概説する｡

プラズマ ディスプレイのカラー化

ガス放電にけい光休を組み合わせて二三I京色の表示を実現した｡まず,ガス放電で発

生した紫外線でけい光体を励起する場合のけい光体の特性及び封入ガス選択の間堪

を論じ,次いでキセノンガスを封入した上J京色の数字表示素子の特性について触れる｡

テレビ画像表示のため,補助放電を備えたカラーパネルを三式作し,得られた特性も

併せて示した｡テレビ表示パネルの表示面は12cmx16c叫120個×160個の表示セルを

有し,各原色は縦ストライプ状に配列してある｡テレビ画像表示時の白色面輝度は3

～5(/上),パネルの三凍色の色度座標はNTSC方式における各原色点に近く,カラ

ーテレビ表示に適することを示している｡

透明セラミックを用いた新しい画像蓄積･表示材料

;杢明セラミックを用いた新しい画イ象蓄積･表示材料の物性とデバイス応用に関して

紹介する｡材料はLaを添加してホットプレスしたジルコン･チタン軽鉛系セラミック

スであるが,日立製作所はこれらの材質の中に,三重明な反強誘電体であり電圧を印加

すると光～枚乱の激しい強誘電柏が導入される組成の存在することを見いだし,これを

利用するとコントラスト比の高い画像の蓄積･表示素子が可能であることを指摘した｡

この提案に去⊆づいて,上記組成に閲し透光性が70%以上,使用i見度範囲』rが150c

以上,コントラスト比が20:1以上であることを目標に最適組成を撰択するための多

数の実験を繰り返した結果,PLZT-7.6/70/30を選んだ｡

PLZT-7.6/70/30のセラミック プレートに光導電I摸を塗布し,その上からj重明電板

持莫をスパツタした4層構造の投写形画イ家畜積･表示素子を作った｡この素子に蓄積さ

れた匝卜像は光をi致しく散乱するので,非散乱光と散乱光とを分離し,いずれか一方の

みがスクリーンに達するように〈ふうすれば画イ象を鮮明に表示することができる｡更

にこの素子を用いて画像の部分消去,傾正などの機能が可能であることをデモンスト

レートする目的で,絵合せゲームができる装置を試作した｡更に投`写形だけでなく反
射形の表示素子なども言式作L,新材料が画像蓄積表示素子に有用な,将来性の大いに

期待できるものであることを示した｡

走査線1,125本方式レーザ ディスプレイ

走査線1,125本方式の高精細度レ+ザ カラーテレビ ディスプレイ装置について,そ

の原理,構成及び性能を述べる｡光i原は2本の高出力希ガス イオン レーザで,スク

リーン上で1001mの光束が得られる｡レーザ光線の水平偏向には磁気軸受と動圧空気

軸′乏併用の高速回転多面鏡を､また,垂直偏向にはがルバノメータ振動鏡を用いてい

る｡ピッチむら補正光学系の使用によって,極めて均一性のよいラスタを描くことが

できるり 広帯域光変調系を用いて,水二半解像度800TV本が得られており,垂直解ノ像度

は700TV本に達する｡

偏向ヨーク付14形カラー受像管の開発

近年,偏向ヨーク付カラー受イ象管(ITC)の開発が各所において行なわれている｡

これはダイナミック コンパーゼンスを廃して,偏向ヨ"クを′受像管メーカーにおいて

砥接カラー受像管に]安着同志三したもので,セ､ソト製造上の合理化とサービス性の向上

が期待されているものである｡これを実現するために,特殊な磁界分布を持つ偏向ヨ

ークと3偶の電二√銃電極を一体構造とすることにより.高精度化したバイポテンシャ
ル方式インライン形電子銃を開発した｡この結果,同クラスのカラー･受像管に比べて

俊れた解イ象度が得られ,ストライプけい北面とあいまってシャ【プな画官貢が得られた｡

更に,ITCを可能とするために高精J空で信東削生の高い接着技術の開発を行ない,色

紙J空,色ずれなどに優れた特性の14形ITCを開発し量産化した｡
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ディスプレイ デバイスの動向
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八川か帥々の悠√妃一汁こさノL_丁を池じて外界から′_之け入れる一けJ糾の

うち,_′卜J≡11川(Jに手舶､とによるf∠ミj壬∴エーヒがトt三別〔小二多いことは知ら

れているし)

二のため､佼空を彩る‾堆純なネオンサインのJムー;-｢かご〕帖帖

.汁のlけ別よホに1ミる圭で,非北にメェニ位な川遥に十㍍枇七j_立の丁

1き貨として`Lとこ1tイ∴寸で制御されるナイスウレイ デバイスが油川

されている‥

様々なJij遥に応じて1＼1イ】▲の依能が紫求されることか⊥､〕,仝

くJj;(♪【とグ)与1与なる数多くのディスフレイデ/ヾイスの桝究,悶絶

がJ.1淀んであるく､

これ圭でにもこグ)帥グ).i后丈はいくつかブ己-よされているが1‥ミ:

二二では,1昨究,lj巨+光速_卜のものか⊥-ノ仁こくり三川に伏されてい

るもノ)まで一 寸;仁Lて,どの.よう乙･Jl;りIl主にJムづくディ スプレイ

デバイスがあるのか,またその才fl主は付かを解脱L,川遥に

よってどグ〕ような什田が安1托されているか,それにJ心ずる寸土

附1′1て+ち･迎旭はどうか乙･どのノ∴=二ついて概桃する.-､

な才;,二二で収りj放ったエレクトロニ･ソク ディスプレイは

すべて八川が血寸針｢l'パそⅠまを′ヱけ収るタイプのものに以11上Lてあ

るい ブ帆などにコヒーをとるタイプ‾のデバイ スについては+ミ妃

レ)を考‾丈血に3Jなどを参二そにされたい｡

囚 ディスプレイ デバイスの種…嘆

2.1 用途からみた分業頁

ディスプレイ デバイ スを仕い‾ノブのI山で･みると,いく/‾Jか観

山のり与なる分け方ができる｡池北グ)分架fiはは夫′Jミされた仙糾

を′ヱけ収る/し川の放を仏準にするノJ法で,

(1)

(2)

(3)

仙人が利ftJする+湯′ナ

少人数のグIルーープが利川する+‾姑√ト

多人数♂)グルr}ブが利川する千妨丁†

以_卜､ 二つの川遥でディ スウレイ デバイ スをrズニ別LているL-

二れとは別に去ホされるl勺谷による分枇も考えJ〕れ,二の

城†ナには,がJ‾ポーの分け方よりいっそうデバイスの三拝什を規;上

Lやすいと考えJっれる仰がある｡二のよ′J三内谷による分枇は,

(i)テレビに代表されるリアルタイム ディスフレイ

(油′.肘鞘.渦と色彩が安求される〔｡)

(ii)帖.汁やノ.一にJ′一⊥し小卜.汁駐機,計測貸さ主などに川いJ)れる放け

たかノブ十放けたの.子+サと数′j-二のディ スプレイ

(血)コンピュータ システムや旭イ.言システムの端末のような数

*l卜:′二尊公什仰rり亡仰ノ光琳什､/:枠l** ‖､ンニ=製作叶いり川lン先巾

渡辺 宏* 〟∫roβん=帖加αみe

福島正和**肌上gαたr上之"♪'u太丁↓ぶんJm〟

卜j･二か⊥､J数Tl二札り空グ)数7二や文キニのディスプレイと線由のデ

イ スフ､レイ

t線l巾や文ノj･二の均†ナにも,階調や色彩が安試きれる用途もあ

る.=.)

とすることができる｡,

2.2 動作原理による分類

ナイスフしレイ デバイスをその刺作原ゼ旦の細かJ〕みても,や

はりいくつかの壬規ノ1(の典なる分け方ができる｡

ち1-･グ)分架白は一.に乞くイ.言号の捌からみたj湯で㌻で,召三仁tイ.iシJ-か本

官ノ川勺には峠系列=サとLて処刈主されるのに対L,ディ スプレ

イ テバイスを旭じてその･Ⅰ■f7辛【まを′乏け耽る人】r‡]の側では,空例

(ほとんどグ)揚でトニ次ノ亡)的パターーンとして認識するため,

イ∴リ･変娩の悦月と(走査の方法)で区別する方法である｡これ

は三けに軌耐を表ホする楊でト長安になり,次の∴つのグルーーフ

に分け1､っれるしつ

(1)

(2)

(3)

･1川自次走廉(､Dot at

線順次走士結(Line at

柏川自火表ホ(Frame

二の′じ怨方法のうちで,

イ デバイスのJ心答辿雌と､

a Time Addressing)

a Time Addressing)

at a Time Addressing)

どれを用いるかはそのナイ スプレ

rlIから発光するデバイスではその

発)Lこ7〕瞬叫瑚り生左･どからi央圭ってくる｡

表1は,′と瀬‾ノブ法別に必要な一心才与札川り,瞬1;i]輝度及び上し体

的な技術r】て+fJ三見などについて示すものである｡

‖1川日次去ホのうちに,二二では触1丁亡_トメモリ′l､′【三のあるディ

スプレイ デバイス,例えばAC形のプラズマ ディスプレイや

アイドホーールなども拝めてノ考えることにするし,ニれは,デバ

イスのみ絵素の発うと帖=り,又は外光の利川汀引‡-りがl斬nfをアド

レスするフレ=ム帖‖耶二ほぼ等Lくできるためである｡

一プ∴ 表ホの刺什悦郎で分けると,白から犯光するアクチ

ブ ディ スフ､■レイ と外光を制御するパッシブ ナー スプレイと

に分けられる｡

アクチブ ディスプレイは,_如にその発光のり;け里から4グル

ープに,またパ･ソシプ チィスプレイも利用する光一羊的･呪観で

5グループに分けられるし)

表2は､一三-と休的デバイス例と,この分類をホすものである｡

一夫際グ)テ■ィスプレイ デバイスでは,ニの走査とブ己光(､丈は

外光の言別御)の原ゼ生をうま く組みナナわせて利Jl】している｡,

例えば,起禿のため`一正丁-ビームを,発光には高速一■忘十の衝
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撃によるけい光体の発光を利用したものが Cathode Ray

Tube(以下,CRTと略す),Color Picture Tube(以下,

CPTと略す)であり,外光を制御するタイプにはカソード

クロミ､ソクCRTや油膜の変形などを利用したアイドホール

などがある｡

電子ビームの偏向は,非常に安価でクロストークの問題を

生じなし､点順次の優れた走査方法なので,各種のCRT形デ

ィ スプレイが開発されている｡

田 ディスプレイ デバイスの現状

ディスフロレイ デバイスを表示内容による3グループに分け

その用途におし-て重視される機能と,各種の動作原理に基づ

く代表的デバイスの性能を比較した結果は表3に示すとおり

表l ディスプレイ デバイスの走査(アドレス)方法による分喜頃

信号から表示優に変換する技術で分け,具体例を挙げてある｡

Tablel Classification of Disp】ays by Addressing Methods

デイス70レイデバイスの動向 日立評論 VOL.56 No.8 770

である｡

この評価に際Lては,代表的な用途を選んで行なったので

個々の具体的な用途に対する評価は当然これとは異なってく

るであろう｡

表3中の機能比較欄で網目で囲んである個所は,その機能

がその用途では重視されることを示すものである｡

同表の右端に表示内容の分類とは別に,多人数に対する大

面積ディスプレイについても別に評価してみた｡このグルー

プは主として文字,図形の表示を対象に考えて評価してある｡

大面積の動画ディスプレイとして,投射形CRT,ライト

バルブ,レーザ ディスプレイなどもあるが,我が国では余り

広く利用されておらず､実用的にも現段階では完成している

とは言いにくいので表3の評価では省いてある｡詳細は参考

ディスプレイ デバイスを電気

電気信号一表示パターン変換方法 巳 表示に必要な応答時間 絵素数〝の場合の瞬時輝度′/平均輝度 技 術 的 手 段 弓 デ バ イ ス の 例

(｡｡tatミ毘eミ｡孟ss烹｡)
･0～仙s

電子ビームの偏向 CRT*,CPT**

光ビームの偏向 レーザテレビ

ガス放電パネル.ELパネル

(Linea賢a竿m£d霊s烹g).ト･恥S

(Fr｡me警t黙.烹烹｡｢孟佃)■･0へ50ms

二Y〃 lマトリックスのスイッチング
l 多けた数字表示デバイス

フイルムの投影 映画***
l

フレーム メモリとの複合デバイス pzT*書**＋液晶

カソードタロミックCRT

アイドホール.フォトクロミックCRT面順次表示

メモリ性デバイスに点憤次書込み

面順次表示

メモリ性デバイスに緩順次書込み

l～50ms

(書込時間10～100ns)

電子ビーム1･光制御媒質

光ビーム＋光制御媒質
PJZT(F巨RPIC〉*****
うヒアドレス形〉夜晶ディスプレイ

l ト50ms

■(書込時間･卜100〃S) マトリックス スイッチ十発光 AC形7Pラズマ パネル

注: * CRT=Cathode Ray Tube(ブラウン管)
** CPT=Colo｢Pi(〕tUre Tube(カラーブラウン管)

***
エレクトロニック ディスプレイではないが,代表的動作例なので拾ってある｡

****
チタン酸ジルコン酸鉛強誘電体

***** チタン醗ジルコン酸ランタン翁弓怠誘電体

表2 ディスプレイ デバイスの表示動作原理 デイス7白レイ デバイスの発光,あるいは外光の制

御を動作原理で分顆L,表示の制御方法,アドレス方;去及び具体的デバイスの例を示Lた｡

Table2 PrincIPles of Display Devices

ア

ク

チ

フ`

テ
イ

ス

70

L′

イ

表示の原理 励 起 の 方 法 l 輝度変調方法 アドレス方法l 具体的デバイスの例

けい光体の発光

高遠電子ビーム 電;充,時間

電圧,電流,時間

点, (面) CRT,CPT(面発光形では蓄積表示管)

けい光表示管

ネオンサイン,カラー放電パネル(けし､光灯)

アンチスト一夕けい光体イ寸赤外発光ダイオード

■ニクシー管,ネオン管,ガス方丈電パネル,レーザディスプレイ

ELパネル

発光ダイオード

白熱電球

低速電子ビーム
】

線. 面

紫外線-ガス放電

赤外綿一赤外発光ダイオード

電流, 時間

(点),緑,面

点,線,面ガス放電の発光 ガス放電

エレクトロ 固有E+

lルミネッセンス注入形EL

電 界
■

電圧.時間

電流.時間

繚,面

(点).繰,面電 流 l

高温物体の発光

十

通電加熱
l

電圧×電流,時間 線, 面

ツ

表示の原理 利 用 現 象 制御の方法 アドレス方法l 具体的デバイスの例

≒イオン走行による分子の擾乱

光の散乱(透過)電界による分子状態の変化

電凪 時間:線. 面
■

DSM*液晶パネル

(綬), 面 メモリ性液晶パネル,相転移形液晶パネル

+iq山dVaporディスプレイ散乱面を液体で覆し､蒸発を制御する 電圧×電流.時間 緑, 面

■.電界による分子状態の変化 電圧, 時間
ら

電界効果形液晶パネル(TNチ*DAP***など)
シ

…

の 干;･

ブ
.電界による結晶状態の変化

I PLZTディスプレイ(電子ビームとKDコPを使うT什US管)

テ :サーモプラスチック膜の電荷による変牙≠
高速電子ビーム 占 サーモ プラスチック ライトバルブ

夏至 !≡芸芸≡芸…≡;≡…形 トー と…三三:ニ三三･卜G;三三三;;レフ
(線).面!工レクトロクロミックディスプレイr 光の反射(透過);可逆めっき 電流, 時間

L .粒子の移動 電圧. 時間 電気泳動ディスフロレイ

光 の 吸 収
カソードクロミック

フォトクロミックー紫外線

高速電子ビーム 点 カソードクロミックCRT

フォトクロミックCRT

注: * 動的散乱効果
** ねじれ効果

*** 複屈折効果
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文献(州5〉などを参照されたい｡

3.1テレビ(動画)用のディスプレイ

ド皆調のつし-た動画を表示できるデバイスは,現時点ではブ

ラウン管以外にはないといってよしゝ｡性能/価格の面で,他

のデバイスは到底比較の対象とはなり得ない｡

表3にも示したようにすべての機能が実用上十分な似であ

1),年二い二表示画像の正確さや,多人数で見るための大面積表

ホを要求しない限り,これに勝るデバイスは当分開発されな

いのではないだろうか｡

しかし,大面積,高品質のテレビという観点や､容積/表

示面積が大きいなどの点から,テレビ表示のため椎々の乎而

ディ スプレイが検討されている｡

ニのテレビの平面化,あるいは表示面積に対する装置容積

の平ごとのi成少には,はっきりLた傾向がみられ,1980年代

には平和テレビが実現すると予測されている(6)｡

カラ【ブラウン管(CPT)も数年自了†は,偏向角70度の奥

行きのあるものであったが,90度†砧向を経て,現在では110

伎偏向と奥行きの′トさいものが普及している17′｡

しかL,通常の形土〔のブラウン管ではこれ以上偏向角を大

きくしても奥行きを大幅に減らすことは難しいため,電了-ビ

【ムを走査に利用しないマトリ ックス形の平曲ブラウン管テ

ンスプレイ(8Jや本来平面形のディスプレイ,例えばエレクトロ

ルミネセンス(EL),液晶(LC),ガス放電パネルなどにテレ

ビを表示する研究が盛んである｡

2年ほど前からげス放電パネル(通称プラズマディスプレ

イ)が文字,線画のディスプレイとして実用化されるに及ん

で,そのカラー化と階調駆動の技術触発が進み(9】,この何では

他のデバイスを･一歩り【ドしたように見′受けられる｡Lかし,

ニれとても実際的なテレビ表示用のアイス7Cレイまで成長を

とげる能力をもつか否かが判明するまでにまだしばらくの時

間を要するものと思われる｡

表3 ディスプレイ デバイスの用途別性能の比較

デバイスの特長的機能を示したものである｡

･･方, 一時輝度,寿命の問題で騒がれ,行きづまったかに

思メっれたELパネルも,高輝度,上壬寿命の芙験糸古米が発表さ

れ,見直され始めている(川｡

3.2 1行の数字表示用ディスプレイ

ニの用途では,見やすくて安いことが拡大の要求であり,

眺時言｢や竜一丁式中上i汁一群機の表示には1宣油断勤の点で消ゴ皆うーE

力と答横の小さいことが不七丁欠である｡

約5年前にはネオンガスの放電を用いたニクシー管が唯

の数字表示デバイスであったが,.呪在は液晶､発光ダイオー

ド,けい光表示管などが普及し,二れらすべてが多けたのダ

イナミック駆動(マトリックス形のアドレスを行なう時分詰り

表示)が吋能な′J､形,佃平なデバイスに発展し,激しく捉い

あっている｡しかし,しだいにその和一失が明らかになるにつ

れデバイスごとに桐遠が分かれ,小形の数`j･二女ホでは発光

ダイオード素-一戸(LED)が,表ホする数′トの大きさが10mm

付近から卜は液晶が伸び始めて才一iI),般終1′小二は消‡皆電力の

少ないこと,駆動系までを含めた表ホ装置全体のコストがブ火

め一千となって淘汰は進むものと思われる｡二とに多けたのダ

イナミ ック駆動は一一桔のマトリ ックス形のディス`プレイであ

るため,駆動回路がIC化されないとコストの低下は附難で

あり,カ､'ス放電の表ホ素-rでは動作電圧の高いことなどから

この面で差をつけられてきている｡一方,けい光起ホ符は表

示が緑色で見やすいことと,回路コストもさほど高くないた

め,まだしばらくはこの分野の主流を占めるが,しだいに自

ら発光する表示素了一に凶有な消費電力の大きさから用途に制

限を′受けるようになるものと思われる｡

これに村しては,この分野で要求される見やすさ,小形軽

量,低消費電力及び碇も大きなウエートを.トjめるコストの面

から,パッシブな種々の新しいデバイスが今後も登場してく

るに相違ない｡

代表的4用途における原王里の異なるディスプレイ

Table3 Compa｢iso=Of Capability of Display Devicesi=SeveralUsageさ

ディスプレイの用途l テ レ ビ表 示 l数 字 表 示 2 文字･線画表示 大面積文字パターン表示

人

:＼＼ デバイスl
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R■ス

E L

E

D

L/

l

ザ

1

芦け
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力亡
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E!L

E
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)夜
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E
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E

D

蓄

積

;c

R 芸言』液
電オ;

E

!+

l+

E

D

板 白

熱/へ
間 ;T ;放 L 光 放 !ク 放 形l ポ 電マ
グ)

2タ 電 表 電 卜 電 C l 三栄卜
評 ■ィ タ 晶. 示 タ ロク タ R ヒ T ンl晶l ノレ り

価

要

フ

与･;
管 -1

フ

E】 イ T!
J

r
l

iサ巳
ツ

困 デバイス l

l

l ツ

フ

rイ巳
ン:

の

反

ク

ス

･
. の評価機能 ＼ ク );

l

l転

見

や

す

さ

正

確
さ

目つ

【二く

速さ

扱
しヽ

や

す

さ
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色(色調)
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1

!◎

◎

○ ◎
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解像度

表示面積

表示速度

重量,体積/表示面積
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⊂)i(⊃ (⊃ C) (⊃ ◎! 攣 ◎ ◎ ◎ 1◎ ◎

◎ ◎ ⑳ (⊃
】◎
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×
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◎
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◎

△

◎

ロ
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l

◎

‾去l

× ◎ ◎
l

◎

(⊃
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■

⊂) ◎ ◎ r◎
(⊃ △

≡○

◎

△

◎

◎:△ ◎ △

∠ゝ

×;
C) ⊂) ◎ (⊃ ◎

?

◎l

◎室×
∠ゝ

◎

×

◎ △

△

○

信頼性,寿命

格

◎ △

△巳
○≠L今i

×l

◎◎Fo
l00l◎

△

(⊃

◎

(⊃

◎

◎

◎

函‾-

△

!?

△

?

◎

×

◎

〔⊃
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_1_____
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△
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△

○
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注:ゆ=満足できる｡ ○=若干不満がある｡ ∠ゝ=問題がある｡ ×=非常に問題がある｡

-=評価外`,?=現時点では評価できない｡

=その用途では余り重要でない項目｡
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3.3 文字,線画のディスプレイ

5年前まではCRTの独l)舞台であったし,現在も圧倒的

強みを発抑Lているか平血形のガス放電を利用したマトリ ッ

クス ディスプレイ(例えば,バローーズ杜のS S PD｢11〉,オーエ

ンス イリノイ祉のDigivud12･し 二代が国では富士旭株式会社の

プラズマ パネル)などもり三1祭に†妃われるようになってきた｡

ことに,表示装置の谷桔や重量に制約のある用途(自動上巨

航空機搭載機器)などにはその特士ミが引き合うし,また,文

字数の少ない(300字以‾lT)用途でほマトリ ックス形のディ
ス

プレイでありながら,コストr一小二もCRTと対抗し得るとこ

ろまで成長してきている｡

一方,線画のディスプレイとしても,記･は性のあるAC形
プラズマ パネルは,リフレッシュの必要がなく,表示した同

形の線の数によらず表示にちらつきを生じないなどの三持去を

生かして,特定の用途には浸透し始め,アメリカ･イリノイ

大半の教育システムPLATO Ⅳ の端末として,スライド像

の重量など特異な桟能も生かされている｡

文字数の極めて少ない1行の表示にはLEDのマトリック

ス ディスプレイL13〉も使われるようになるものと思われるが,

まだディスプレイそのものが高価なため､その軽量､堅ろう

きと,高イLi鰍件を必要とする分野が主体であろう｡

この分野におけるマトリ ックス形ディ スプレイの伸びは,

駆動系にどれだけIC技術が適用できるかにかかっており,

現在このタイプの走査がコスト的に引き合う範囲ほ数～十×

十程伎,すなわち1行の数字文字表示の範囲にある｡ICコ

ンパチイブルなデバイスでは,普及は専用のICのコストイ氏

下に大きく支戸妃され,IC駆動が困難なデバイスではこの∴∫よ

で停滞する恐れが強い｡

巴 ディスプレイ デバイスの将来方向

ディスプレイ デバイスは,それぞれ用途によってミクロに

みれば多様な党腱を示しているが,総†ナ的にみれば,省電力

化,表示面栢に対するデバイスの/ト形軽量化,表示品質の向

上及び使いやすさと砧イ言頼件などがこ将来方向として集約され,

拉も支配的な要因となるものは製j立コストの而である｡

省電力化の指向は液晶,Electrochromic14■,Electrophore-

ticり5)などのパッシブ ディスプレイの開発が盛んになった大き

な要1大】であり､二の梓のディスプレイの発展によってけい光

表示管や,ガス放電の数キニ表示管はしだいにr‾け場をせばめら

れるのではないだろうか｡

また,省電力化ととい二快いやすさ,′ト形軽量化に対する

一つの表われは,文了や線画のディスプレイ デバイスに記憶

性を与えることによって,マン マシンのインターフェ】スと

して重要な性質,すなわち,人間が読み取り,理解するのに

必要な時間は表示の内容を変更する必要がないことをうまく

耳丈り入れようとしている｡この種のものでは,AC形プラズ

マ ディスプレイ,メモリ件の液晶マトリックス パネル■16:,フォ

ト クロミ ックやカソ【ド クロミ ックCRT,ブラッドビー

ムを用いたメモリCRTなど仰様々なメモリ形ディスプレイが

開発されつつある｡

このようなメモリ形のディ スプレイでは,表示のため通常

の.CRTのようなリフレッシュ動作が省けるため,フレーム

メモリと処王聖速度の面で非常に楽になり,特に線画を表示す

る分野での進展が期待きれる｡

しかし,まだこの種のディスプレイは開発の途上にあー),

評価が固まるまでに数年は要するものと思われる｡

普及の一最大要凶であるコストの面では､デバイスそのもの
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のコストもきることながら,実際には駆動系の電子回路コス

トが非′さ;i一に左門加勺である｡この面では,ICの直結駆動が可

能なデバイ.スが非ノ活に有利であり,そうでないデバイスは将

来の大きな発展を望み行ないといっても過言でないであろう｡.

切 結 言

本稿は､広範なエレクトロニック ディスプレイ デバイス

のごく限られた代表的用途での動向を概観したにすぎない｡

それぞれの用途によって,デバイスに要求される機能や,車

視される特ノ性もT一差万別であり,ここに記した動向は必ずし

もあてはまらない場合も多くある｡

ディスプレイ デバイスの動作原理も数多く,またそれなり

に凹有の特長をもつので,それと適fナした用途を開拓するこ

とが発朕の要ノュであろう｡

ニ将来も新しいデバイスが続々登場してくるものと思うが,

それぞれの動作原理による特長を生かした用途を見つけ,育

戊していただければ幸いと思うものである｡
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